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静岡県立大学 茶学総合研究センター中村順行

静岡県におけるチャの品種育成とその活用

2

日本への茶の伝来

北中国・韓国ルート

中中国ルート

南中国ルート

北中国・韓国ルート

奈良時代( A.D.700頃)

中中国ルート
固形茶、粉末茶の伝来 ⇒抹茶

（A.D.1100頃)

南中国ルート
淹茶の伝来 ⇒ 煎茶

( A.D.1600頃)

遺伝子パターンから見た日本への茶の伝来

松本 哲
「日本茶の起源を探る」より

☆日本在来種のRELPパ
ターンは少ない

☆韓国の茶のパターン
は多様性に富んでいる

☆中国のお茶のパター
ンは他の解析を含め
た場合には、非常に多
様性に富み、韓国及び
日本のパターンを包含
する
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栄西禅師；喫茶養生記、
抹茶の伝来

聖一国師；静岡茶の始祖

隠元禅師；淹茶、急須の伝来

茶の普及に関わったとされる僧侶達

チャ育種の先駆け

江戸時代には、他の植物と同様に
チャも観賞用として斑入りや赤い花の
咲く紅花が選抜され、楽しまれていた

紅花チャ 草木錦葉集(水野逸斉著)

鎖国から開国へ～～静岡茶は輸出により活性化～～

明治初期の茶の種類別輸出量（ｔ）

年次 緑茶 紅茶 磚茶
明治1～ 5年 7,122
　　　6～10年 11,273
    11～15年 16,410
　　16～20年 18,644 27 14
　　21～25年 21,395 45 12
　　26～30年 21,181 35 55
　　31～35年 18,651 512 337
　　36～38年 15,577 251 151

大蔵省外国貿易年表

明治の開化とともに、各
地で開墾され、輸出用
の茶として緑茶、紅茶、
磚茶、ウーロン茶の製
造も手がけた。

輸出による茶の需要の急増に対し、民間育種家により、早生や目
立ちの良いもの、多収なものなどが選抜された
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育種の始まり

しかしながら、チャは自家不和合性

栄養繁殖技術が未熟

明治初期
☆欧米などから先進技術や

各種野菜、穀物、果樹の導入

☆日本茶の輸出 → 増産体制の強化

民間育種の開始 早晩性や樹勢で選抜

明治18年頃；牧之原早生（小杉庄蔵）

明治20年頃；富永早生(富永宇吉)

明治24年；晩一号(杉山彦三郎)
明治41年；藪北(杉山彦三郎) などなど

品種の普及が遅々として進まず

杉山彦三郎翁像

第1期 個体選抜時代
明治初年～明治30年終期
早晩性に着目した選抜

第2期 分離育種時代
明治30年代終期～昭和初期
栄養繁殖を前提に在来園から優良品種の選抜
・‘やぶきた’の育成

第3期 交雑育種初期時代

昭和初期～昭和40年代

交雑育種の芽生え

・紅茶用品種の育成

・‘やぶきた’を片親に交雑

第４期 交雑育種時代
昭和50年代～現在
・高品質、多収性、ストレス耐性品種の育成

育種の推移の概観

武田善行；チャの育種100年の回顧と今後の方向、茶研報No.103 (2007)

品種手順の推移 (実生品種から栄養系品種育成に)

母 樹

栄養繁殖技術の確立

挿し木法

取り木法

挿し木の根

挿し木

挿し穂

挿し木繁殖技術が未発達の時
代には取り木法が使用された

最近の栄養繁殖技術

ポット育苗苗

セル成型苗

ポット苗の定植機

挿し木繁殖の問題点

増殖速度が遅い

挿し木時期が限定される

母樹園の確保が必要

組織培養を利用した大量増殖法の開発

組織培養を利用した増殖法も試みられたのだが

栄養繁殖品種における安定的な大量増殖技
術や再分化技術が確立しているとは言い難い
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品種化は高収量・高品質化に
大きく貢献

優良品種の育成と普及

挿木繁殖茶園による生産性の向上

在来茶園

実生による在来茶園から優良品種の育成と挿木による栄養繁殖茶園
にすることで収量性・品質の向上に大きく貢献してきた

Yutakamido
ri

Sayamakaori

Kanayamid
ori

Okumid
ori

Yabukit
a

← 分離育種時代 →

← 交雑育種時代 →

農林登
録制度

挿木技
術確立

1933-35；原種苗場設置
1932;交雑育種開始
1952；育種要綱策定

茶の生産・消費量と品種化率の推移

品種は品質向上に大きく貢献した！
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出
品
率
%

やぶきた 在来種

やぶきた普
及率(%)

品種化率(%)

煎茶

玉露

てん茶

全国茶品評会(第4回～30回)における茶種別出品茶の推移

煎茶
玉露

てん茶

☆在来園から品種茶園化 → 高収量・高品質化

☆整せん枝技術の普及 → 栽培の機械化

☆収穫時期の早生化 → 防霜ファンの普及

☆大型茶葉の撚り込み → 製茶機械の改良

☆摘採期の集中化
☆病害虫の多発化
☆品質の画一化
☆茶業界の硬直化

やぶきたの茶業界に与えた影響

　　静岡県内における奨励品種別栽培面積の推移

昭和29 昭和37 昭和42 昭和47 昭和51 昭和57 平成1 平成10 平成12 平成14 平成19 平成20 平成23 平成25 平成27 平成30
全茶園面積(ha) 13,510 20,884 19,600 20,500 21,300 22,700 23,200 21,200 21,000 20,600 19,902 19,907 18,700 18,300 17,801 16,500
品種茶合計面積(ha) 375 1,308 2,735 4,676 8,490 15,600 19,677 20,377 20,204 20,111 19,672 19,660 18,462 18,128 17,645 16,328
品種化率(%) 3 6 14 23 40 69 85 96 96 98 99 99 99 99 99 99

やぶきた 12,30～ 365 1,087 2,440 4,092 7,735 14,600 18,605 19,209 19,099 18,935 18,423 18,234 17,287 16,953 16,473 15,104
こやにし 12～30 7
べにほまれ 30～48 15 14 8
ほうりょく 30～48 31 26
からべに 30～48 24 12 0 1 1 1
あさつゆ 30～52 10 4 9 11 11 11 16 16 16 16 16
やえほ 30～61 3 47 45 65 57 59 3 5 8 8 8 8
ただにしき 33～48 22 15
ふじみどり 37～61 102 104 128 68 11 9
するがわせ 37～13 39 127 143 163 91 85 68 68 40 29 23 23 23
くらさわ 42～13 9 130 154 129 70 65 68 67 38 37 37 37 37
やまかい 42～ 3 76 146 171 141 127 117 109 72 72 61 55 54 54
かなやみどり48～ 11 42 160 135 155 110 110 97 91 91 91 88 88
おおいわせ 52～ 46 123 141 120 118 109 99 99 99 96 96
さやまかおり 61～ 335 399 420 421 396 389 334 302 294 295
おくひかり 61～ 61 81 75 98 102 102 103 100 101
山の息吹 13～ 12 20 50 49 49 50 50 50
さわみずか 4～ 2 7 7 7 7 7 7
香駿 13～ 0 5 5 8 10 10 10
つゆひかり 13～ 31 41 54 68 80 111
その他の品種（さえみどり、おくみどり、めいりょく、べにふうきなど) 280 305 308 327
その他 1 150 80 1 89 177 177 124 84 161 351 369 238 172 156 172

品種名
奨励品種s
採用年

年次

静岡県における奨励品種普及の推移 品種は時代の要請に応じて育成されてきた

　奨励品種選定の時代的推移

年代 時代背景 選定の目的 選定品種

昭10年代
輸出の拡充強
化

栄養系品種の増殖による多収
量化、高品質化

やぶきた、こやにし、
ろくろう等

昭30年代前半
輸出再興、国
内需要へ移行

紅茶用品種の採用
べにほまれ、からべ
に、ただにしき

昭30年代後半
景気高騰、洋
食化

洋食に対応した品種の採用
ふじみどり、べにふ
じ、はつもみじ

昭40年代
国内需要の急
増、製茶機械
の大型化

多収性、早晩性品種、高品質
化

くらさわ、かなやみど
り、おおいわせ

昭50、60年代
需要の硬直
化、凍霜害の
多発

耐寒性品種の採用
さやまかおり、おくひ
かり

平成時代
バブルの崩
壊、多様化

香味に特徴ある品種の採用 香駿、つゆひかり
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品種化は機械化へのイノベーションにも大きく貢献

品種の普及とともに、摘採は手摘みから乗用型機械に、製造は手揉み
から自動化に技術革新したことで、日本独自の生産加工技術を確立し、
単位面積当たり収量、品質の高位平準化に貢献してきた

品種が替わる要因

①社会・経済的ニーズの変化

②需要ニーズの変化

③新品種の登場

④生産様式の変化

⑤生産環境の変化

生産振興に寄
与する品種

需要に応え
られる品種

品種普及の変遷(茶の場合）

早出し、品質向上(在来種からの選抜) ⇒ 生産力増強(多収性品種)

⇒ 輸出用茶種への対応(紅茶用品種) ⇒ 多収性・生産安定(耐寒

性品種) ⇒ 高品質(やぶきた後代) ⇒ 各種需要に対応、機能性

新い時代を
切り拓く品種

現状での育種手順の概要

交配

播種

品質調査

ほ場試験

交雑

個体選抜

個体選抜茶園；白ラベルは一次選抜個体

少量製茶機による品質の早期検定
25g機による一次選抜
50g機による二次選抜

25g機12連式、粗揉→乾燥 50g機6連式、粗揉→乾燥

少量製茶機(25g機、50g機）は粗
揉を行ったのち乾燥し、品質評
価を行う
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少量製茶機による品質の早期検定(500g機、2㎏機)

500g型少量製茶機 2㎏型少量製茶機

20g機、50g機により製造した茶でスクリーニン
グした系統は、次に500g機、2㎏機で製造し品
質評価する。
500g機、2㎏機は大型機械と同様、粗揉→柔
捻→中揉→精揉工程で製造される。

(独法)野菜茶業研究所 枕崎茶業研究

拠点；茶の新品種の特性と品質評価技
術(平成25年度)

耐病性検定

渕之上弘子；日本の茶樹と
気象、自費出版(1993)

切り枝の人為凍結処理による赤枯れ検定

切り枝の人為凍結処理(-１５℃)による青枯れ検定

苗による裂傷
型凍害検定
(-８℃～-９℃)

耐寒性検定 品種化率の推移

栽
培

面
積

(h
a)

全国における
主要品種の割合
(2017年)

在来茶園から品種茶園への推移

在来茶園から品種茶園への新改植には
やぶきたが先導的な役割を果たしてきた

品種の登録上の分類
① 種苗法の登録品種（１９７８～）

育成者の権利保護

② 農林認定品種（茶：１９５３～）

国等の育成、優良品種

③ 府県育成品種

府県で育成

※最近では、農林登録品種、

府県育成品種も種苗法

に登録している

品種数

育成者 品種数

国 ３５

府県 ６８

民間 ２５

計 １２８

明治以前 明治 昭和初期 昭和中期 平成 令和

日本
在来種

宇治種

静岡種

やまとみどり

やぶきた

静岡種選抜

宇治種選抜

導入外国種

その他
地方種

あさつゆ

たまみどり こやにし
あさひ

みよし

さみどり
あさぎり こまかげ

やえほ

うじみどり 等々

なつみどり
まきのはらわせ 等々

たかちほ ひめみどり
はつみどり 等々

アッサム種系

その他、地方種選抜

中国種系

紅茶用品種の育成

ただにしき
いんど

からべに

べにほまれ

日本種との交雑導入種子からの
選抜

紅茶用品種
との交雑

べにひかり

べにふじべにたちわせ
はつもみじ

あかね

べにかおり

（やまなみ)

べにふうき

日本在来種からの選抜 交雑育種

やぶきた実生選抜

やぶきたと日本種交雑選抜

日本種同士の交雑選抜

日本種と外国種の交雑選抜

かなやみどりおおいわせ

たかねわせ 等々やまかい
するがわせさやまかおり

さえみどりみなみかおりみねかおり

ふくみどりめいりょくとよか
おくみみどり

つゆひかり香駿

おくひかり

さつまべに

べにたちわせおくゆたかおくむさし

（ふじかおり)等々（そうふう)

品
種
相
互
間
で
交
雑

育成品種の概要
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やぶきた

品種系統などの遺伝子構造の変異 品種系統などの遺伝子構造の変異

登録年：1987年（昭和62年）

来 歴：やぶきた × 静Cy225

早晩性：晩生（＋5）

耐寒性：赤枯れ、裂傷型凍害に強

耐病性：炭疽病、輪斑病にやや強

もち病に強

赤葉枯病、赤焼病に弱

収量性：中

品 質：色沢が濃緑で光沢が強い。また、個性的な香りをもち、水色は極

めて良好で味はややソフトである。

芽数が少なく百芽重の重い芽重型。

生産量：101.8ha（県内、2008年）

育成に携わった品種群 おくひかり 品種の活用例；「おくひかり」を用いた天空の茶産地

天空の茶産地 久保尾地域の散策地図天空の茶産地 久保尾地域の散策地図

久保尾区集会場
(駐車場)

１時間コース

２時間コース

ここで飲む「奥光」は至
福のひと時を感じさせて
くれる！

品種を活用して

山間地を

天空の郷に！

「天空の茶産地“奥光”」
として川根茶全体のマー
ケッテイング戦略の機軸と
して位置付け、川根茶産地
の振興と活性化を図る。

香気に富んだ早生種

育成に携わった品種群 山の息吹

登録年：1997年（平成9年）

来 歴：やぶきた自然交雑実生

早晩性：早生（－4）

耐寒性：赤枯れに強、青枯れにやや弱

耐病性：炭疽病に中、もち病に弱

クワシロカイガラムシに弱

収量性：やや多

品 質：色沢がやや黄色で、

香気・滋味とも「やぶきた」と 遜色なく、

早生種として「おおいわせ」以上に品質が優れる。

渋味が少なく、旨味が強い。樹勢が強く、栽培しやすい。

生産量：49.1ha（県内、2008年）

図 摘採時期の違いが「山の息吹」「やぶ
きた」一番茶新芽の茎の木化に及ぼす影響

茎
の
木
化
度

y = 0.2038x - 8211.5

R
2
 = 0.9622

y = 0.151x - 6083.8

R
2
 = 0.7407

1

2

3

4

5

4/22 4/27 5/2 5/7 5/12 5/17

 

被覆により色沢
と品質の向上

品種の活用例；「山の息吹」の品質改善による商品化
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これまでにない香味を持った中生品種

登録年：2000年（平成12年）

来 歴：くらさわ × かなやみどり

早晩性：中生（±0）

耐寒性：赤枯れにやや強い

耐病性：炭疽病に中、もち病にやや強

クワシロカイガラムシに弱

収量性：多

品 質：外観が良好（細よれ、色沢良好）で、「やぶきた」とは明らかに

異なる強い香気と爽やかな持続性のある香味（ハーブ系）を持つ。

芽数型であり、芽揃いが良い。

生産量：4.9ha（県内、2008年）

育成に携わった品種群 香駿 品種の活用例；「香駿」の高香味を活かした商品化
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やぶきた 香駿 やぶきた 香駿

無処理 低温処理

香
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部
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準
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る
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積

比
) ｸﾏﾘﾝ

ｲﾝﾄ゙ ﾙー
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Z3ﾍｷｾﾝ-1-ｵー ﾙ

萎凋操作なども加え
こだわりの香りを追
求した商品が多い。

マニア垂涎の品種

炭疽病に強い良質多収品種

登録年：2003年（平成15年）

来 歴：静7132 × あさつゆ

早晩性：やや早生（－2）

耐寒性：赤枯れに強

耐病性：炭疽病に極強、もち病にやや強

収量性：多

品 質：色沢は緑色で、香気・滋味は「やぶきた」並みに優れ、

特に鮮やかな水色（エメラルドグリーン）が特色である。

特徴的な香味をもつ。

樹勢が強く、芽重型傾向である。

県内で生産面積が増加している品種。

生産量：41.4ha（県内、2008年）

育成に携わった品種群 つゆひかり 品種の活用例；御前崎市のつゆひかり

市茶商、JA、行政が

一体となり、つゆひ
かりを普及

ドリップ式 つゆひかり

桜葉の香り～清水のまちこ～

桜葉の香りを前面
に出し、清水みんな
のお茶を創る会。ま
ちこクラブで消費者
の取り込み

ジャスミンの香り～藤枝の藤枝かおり～

花葉の香りを前面に出
し、香りの藤枝茶をPR
するためにブランド化。
RTDも人気商品

RTDも女性に人気

萎凋により花葉の
香りを強化
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品種を活かした掛川の天葉

天葉は、掛川茶の未来創造のため、掛
川茶のPRを主眼に組織された『掛川茶

ブランド委員会』が企画・製作した最高級
の深蒸し掛川茶。そしてその名前には
『その極上の香りが天空へと広がり、そ
の名があまねく世界に知れ渡るように
…』という願いが込められている。

社会構造の変化

Keyword；グローバル化、高度情報

通信社会、少子高齢化、サービス

産業社会化

需要・供給構造の変化

Keyword；自然健康志向、価値観・

生活様式の多様化、女性の社会

進出化、

環境保全の強化

keyword；温暖化、低炭素社会化、

自然循環機能重視型

品種活用の今後の展開
①茶業に拘る社会、経済、生産、環境の予測

人口の推移(国勢調査、総務省より引用)
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栽培面積(ha) 栽培農家数（戸) 生産量(t)

静岡県内の茶栽培農家数の推移

品種活用の今後の展開
②これからの品種に求められる形質は？

構造の変化に対応して
Keyword；

◎ グローバル化、

◎ 少子高齢化、

◎ サービス産業社会化、

◎ 自然健康志向化、

◎ 価値観・生活様式の多様化、

◎ 女性の社会進出化、

◎ 温暖化、

◎ 低炭素社会化、

◎ 自然循環機能重視化

◎ その他

需要ニーズに応えられる品種

☆ 世界に通用する香味を持つ品種

☆ 刺激の少ない低カフェイン品種

☆ 機能性が強化された品種

☆ 低コスト対応型超多収品種

☆ 個性的な香味特性を持つ品種

☆ 各種需要対応型（茶種、飲食品

素材など）品種

☆ 安定生産可能な品種

☆ ストレス耐性品種

☆ 少肥適応型品種

☆ その他

今後の品種育成のためには

新品種は生まれた子供。育てるのは現場。成人して社会貢献

当面の課題

☆ 遺伝資源の導入・活用

☆ 育種目標の明確化と育成年限短縮

☆各種形質の早期検定法の開発

☆ 機能性成分評価法の開発

☆マーカー育種、ゲノム育種法の利用

☆行政側では新改植への指導・補助

☆ 需要者とのタイアップ

☆ 消費者への品種認知度向上

品種育成には遺伝資源、育成に関わる基盤技術は必須

(独法)野菜茶業研究所 枕崎茶業研究拠点；茶の新品種の特性と品質評価技術(平25年度)

今後の茶ではマーカー育種が重要となるのだが

・クワシロカイガラムシ抵抗性（MSR1）により
「なんめい」の育成。

・カフェインレス茶の育成にTCS遺伝子の利用による
選抜が可能


